
●発行：常陸太田市議会　●編集：広報委員会●発行：常陸太田市議会　●編集：広報委員会

●第４回定例会議案一覧  ……… 2～3
●議案質疑  ……………………………4
●一般質問  ……………………… 5～9
●常任委員会審査  ……………10～11
●表紙によせて  …………………… 14

主な内容

議会フェイスブック

表紙のテーマ

「春のしらべ」
撮影：太田一高写真部

検索常陸太田市議会

常陸太田市 NO.159
令和2年2月25日号

常陸太田市議会
議会だより
Hitachiota　city　council



2

△
全
議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り
承
認
、
可
決
、
採
択
▽議

案
名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
12
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
常
陸
太
田
市
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
係
る
被
害
対
策
支
援
金
支
給
条
例
）  

本
会
議

原
案
承
認

報
告
第
13
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
常
陸
太
田
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
） 

本
会
議

原
案
承
認

報
告
第
14
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）） 

本
会
議

原
案
承
認

報
告
第
15
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）） 

本
会
議

原
案
承
認

報
告
第
16
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号)

） 

本
会
議

原
案
承
認

報
告
第
17
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号)

） 

本
会
議

原
案
承
認

報
告
第
18
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）） 

本
会
議

原
案
承
認

報
告
第
19
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）） 

本
会
議

原
案
承
認

報
告
第
20
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て （
令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）） 

本
会
議

原
案
承
認

議
案
第
92
号 

常
陸
太
田
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

第
４
回
定
例
会

提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

　

第
４
回
定
例
会
（
12
月
２
日
～
13
日
）
の
提
出
議
案

は
、専
決
処
分
の
報
告
が
９
件
、条
例
の
制
定
が
１
件
、

条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
関
係
条
例
の
整
備
条
例
２

件
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
が
６
件
、

市
有
財
産
の
貸
付
け
１
件
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
６

件
、
合
わ
せ
て
30
件
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
専
決
処
分
の
内
訳
と
し
て
台
風
第
19
号
に
よ

る
被
害
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に

係
る
被
害
対
策
支
援
金
支
給
条
例
を
10
月
24
日
に
、
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
11
月
１
日
に
専
決

処
分
を
。
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
を
10
月

12
日
、
10
月
24
日
、
11
月
１
日
に
専
決
処
分
に
よ
り
合

計
24
億
３
９
３
０
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
ま
た
、

公
営
企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
会
計
、
工
業
用
水
道

事
業
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計

を
そ
れ
ぞ
れ
10
月
12
日
に
専
決
処
分
を
し
合
計
３
億
２

５
１
０
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
期
中
に
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
国
に
準

じ
た
措
置
等
に
係
わ
る
条
例
の
一
部
改
正
及
び
こ
れ
に

付
随
す
る
補
正
予
算
と
台
風
第
19
号
に
係
わ
る
国
の
住

宅
応
急
修
理
支
援
制
度
の
受
け
付
け
期
間
の
延
長
等
に

よ
る
補
正
予
算
を
追
加
提
案
す
る
予
定
で
す
。

第4回定例会議案一覧

第
４
回
定
例
会
　
議
案
一
覧

大久保　太一　市長
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議
案
第
93
号 

常
陸
太
田
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
94
号

常
陸
太
田
市
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
95
号

常
陸
太
田
市
西
山
の
里
観
光
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

産
業
建
設 

原
案
可
決

議
案
第
96
号

常
陸
太
田
市
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
97
号

常
陸
太
田
市
消
防
団
の
定
数
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

議
案
第
98
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

議
案
第
99
号

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
等
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決 

議
案
第

100
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決 

議
案
第

101
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決 

議
案
第

102
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決 

議
案
第

103
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第

104
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第

105
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第

106
号

市
有
財
産
の
貸
付
け
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第

107
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号)

に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

議
案
第

108
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第

109
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第

110
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第

111
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第

112
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第

113
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
常
陸
太
田
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
可
決

議
案
第

114
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
８
号)

に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
可
決

議
案
第

115
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
可
決

議
案
第

116
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
可
決

請
願
第
３
号 

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願 

文
教
民
生

採　
　
択

議
員
提
案
第
２
号 

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
可
決

議
員
派
遣
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
可
決

第4回定例会議案一覧
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　定例会において、議員が市の施策の状況や方針などについて、説明を求めたり
提案する質問のことを一般質問といいます。第４回定例会では、一問一答方式で
行われ、9名の議員が登壇しました。（次ページから掲載）
　なお、掲載内容は、一般質問の一部を要約したものです。発言の詳細は議会ホー
ムページ・市図書館で公開する会議録をご覧ください。
※議会中継の視聴については、議会だより12ページをご覧ください。

一 般 質 問

議　案　質　疑

議案第94号　常陸太田市保育所設置条例の一部改正について
（常陸太田市愛保育園を児童福祉法第56条の８第１項の規定に基づき、公私連携型保育所へ移行す
ることに伴い改正するもの）

議案第95号　常陸太田市西山の里観光施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
（西山の里観光施設を市の管理運営施設とするため、本条例の一部改正を行うもの）

愛保育園が公私連携型保育所に移行するに当たり、保育サービス
がどう変わるのか伺いたい。
現在、愛保育園の保育事業は、通常保育事業のほか、延長保育事
業、一時預かり事業、子育て支援センター事業、休日保育事業、
病後児保育事業、放課後児童クラブ事業を実施している。
令和２年４月からの公私連携型保育所運営へ移行しても、現保育
事業者を候補事業者として指定しており、これまでと同様の保育
サービスとなっている。

西山の里観光施設（西山の里　桃源）の運営体制について伺い
たい。
西山の里観光施設は、指定管理者である市観光物産協会が、常
時４名体制で従事し、繁忙期や団体客の来訪時に従事者数を増
やすなど状況に応じた人員配置としている。
令和２年４月からの体制についても、現在と同様の人員が必要
と考えているが、現在、人員を含めて管理運営にかかる経費等
について検討している。

問1

問1

答1

答1

議案質疑とは、本会議での議案の説明だけではわからないことを質問する行為のことです。

議 案 質 疑

西山の里　桃源（新宿町）

愛保育園（稲木町）
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河
川
流
域
の
水
害
情
報
と
台
風

19
号
災
害
に
よ
る
避
難
所
選
定

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　
台
風
等
の
出
水
時

の
河
川
の
水
位
状
況
に
つ
い
て

は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
・
県
か
ら

の
情
報
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
収

集
し
、
避
難
情
報
の
判
断
材
料
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
重
要
な
情
報
に
つ
い
て

は
、
河
川
管
理
者
と
市
長
の
間
で
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
台
風
19
号
に
よ
る
竜
神
ダ
ム
か
ら
の

緊
急
放
流
に
つ
い
て
も
、
市
長
と
ダ
ム

管
理
者
で
あ
る
県
常
陸
太
田
工
事
事
務

所
長
と
の
間
で
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
よ
り

情
報
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
下

流
域
の
自
治
体
へ
も
情
報
提
供
し
情
報

の
共
有
に
努
め
た
。
避
難
所
開
設
に
あ

た
っ
て
は
災
害
規
模
や
状
況
に
応
じ
、

そ
の
都
度
決
定
し
て
い
る
。

　

今
回
の
台
風
19
号
災
害
に
お
い
て
は
、

市
内
で
最
大
21
か
所
の
施
設
を
避
難
所

と
し
て
開
設
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
の

避
難
行
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

自
主
防
災
会
主
催
の
防
災
訓
練
時
な
ど

に
お
い
て
も
自
助
共
助
の
重
要
性
を
呼

び
か
け
て
き
て
お
り
、
今
後
も
共
助
の

中
心
と
な
る
自
主
防
災
会
の
活
動
を
継

続
し
て
支
援
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
と

市
民
の
安
全
安
心
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。

今
後
の
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た

の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

農
政
部
長　
指
定
管
理
者
で
あ

る
常
陸
太
田
産
業
振
興
（
株
）

と
情
報
共
有
を
密
に
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
支
援
、
道
の

駅
の
各
テ
ナ
ン
ト
と
連
携
し
た
新
メ

ニ
ュ
ー
や
新
商
品
開
発
の
促
進
な
ど
を

行
い
、
魅
力
あ
る
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お

た
を
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
全
国

の
特
徴
あ
る
事
例
の
研
究
を
行
い
、
新

た
な
魅
力
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

台
風
19
号
の
災
害
対
応
か
ら
見

え
て
き
た
市
の
災
害
対
策
の
課

題
・
問
題
を
今
後
の
災
害
対
応
に
ど
の

よ
う
に
生
か
し
て
取
り
組
む
の
か
伺
い

た
い
。

総
務
部
長　
今
回
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
の
全
体
的
な
検
証
は

今
後
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
・
運
営
し
て
い
た
中
で
見

え
て
き
た
課
題
や
問
題
点
と
し
て
、
一

点
目
に
、「
情
報
の
収
集
と
発
信
」
で

あ
る
。
気
象
情
報
や
河
川
の
水
位
情
報

等
の
収
集
は
、
関
係
機
関
か
ら
の
報

告
・
連
絡
の
ほ
か
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
関
係
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
て
閲
覧
に

時
間
を
要
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情

報
収
集
に
支
障
が
生
じ
た
。
そ
の
た

め
、
関
係
機
関
に
改
善
を
要
望
し
て
い

る
が
他
の
情
報
収
集
手
段
に
つ
い
て
も

今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

情
報
の
発
信
は
、
今
回
、
記
録
的
な

大
雨
に
よ
る
河
川
の
急
激
な
増
水
に
よ

り
、
即
座
に
避
難
情
報
を
発
信
す
る
必

要
が
あ
り
、
事
前
に
自
主
防
災
会
へ
の

避
難
所
開
設
の
連
絡
が
困
難
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
災
害
対
策
本
部

に
防
災
経
験
職
員
を
増
員
さ
せ
る
な
ど

組
織
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

二
点
目
は
、「
職
員
の
初
動
体
制
」

で
あ
る
。
よ
り
効
率
的
な
連
絡
体
制
の

構
築
を
図
り
参
集
の
訓
練
等
も
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
、
各
部

署
が
行
う
役
割
分
担
に
時
間
を
要
し
た

業
務
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
「
災

害
時
に
お
け
る
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
見
直
し
、
迅
速
に
担
当
業
務
に

対
応
で
き
る
よ
う
詳
細
な
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
を
作
成
し
災
害
対
応
に
備
え

る
。
今
後
は
、
今
回
の
災
害
対
応
の
課

題
や
問
題
点
を
抽
出
分
析
し
て
災
害
応

急
対
策
の
効
果
な
ど
を
総
体
的
に
評

価
・
検
証
を
行
い
「
常
陸
太
田
市
地
域

防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

く
。

問2

答2

問1答1

【川又 照雄 議員　質問事項】
●防災・減災について　　●産業振興について 
●たばこ喫煙について 

河
川
流
域
の
水
害
情
報
と
避
難
所
の
選
定
は

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
の
魅
力
づ
く
り
は

問1問2

川又 照雄 
議員

一　般　質　問

答1

【平山 晶邦 議員　質問事項】
●災害対策と今後の災害対応について
●教育行政について 

平山 晶邦 
議員

災
害
対
策
と
今
後
の
災
害
対
応
は

問1

問1
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高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
安
全
性

や
安
心
性
を
考
え
、
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
を
備
え
た
車
の
購
入
に

対
す
る
補
助
制
度
の
考
え
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
併
せ
て
急
発
進
制
御
装
置
の

取
り
付
け
補
助
の
交
付
対
象
年
齢
を
75

歳
以
上
と
し
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

市
民
生
活
部
長　
本
市
で
は
、

本
年
10
月
よ
り
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
に
、

急
発
進
制
御
装
置
の
購
入
・
設
置
に
対

す
る
補
助
制
度
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ま
た
、
国
に
お
い
て
、
衝
突
被

害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
を
備
え
た
車
の
購
入

に
対
す
る
補
助
制
度
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
補
助
の
考
え
は
な
い
。

　

な
お
、
今
回
の
急
発
進
制
御
装
置
の

取
り
付
け
補
助
の
対
象
年
齢
を
75
歳
以

上
と
し
た
経
緯
は
、
公
益
財
団
法
人
交

通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
が
ま
と
め

た
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
事
故
を
分

析
し
た
統
計
に
よ
る
と
、
高
齢
運
転
者

の
う
ち
特
に
75
歳
以
上
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
75
歳
以
上
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

峰
山
中
学
校
区
の
小
学
校
３
校

（
幸
久
小
・
西
小
沢
小
・
佐
竹

小
）
の
統
廃
合
と
、
統
合
校
の
設
置
場

所
を
佐
竹
小
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。教

育
長　
本
市
の
学
校
施
設
整

備
計
画
に
お
い
て
、
１
学
級
概

ね
20
人
程
度
以
上
と
し
、
複
式
学
級
は

で
き
る
だ
け
避
け
る
と
し
て
、
学
校
の

適
正
規
模
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
３
校

同
時
の
統
合
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
教

育
上
最
も
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と

判
断
し
た
。

　

統
合
校
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
統
合
を
対
象
と
す
る
学

校
区
の
既
存
施
設
の
活
用
を
含
め
、
学

校
施
設
の
規
模
、
教
室
数
や
防
災
、
安

全
面
、
通
学
環
境
等
を
総
合
的
に
検
討

し
た
結
果
で
あ
る
。

市
が
管
理
し
て
い
る
正
規
職
員

の
配
置
さ
れ
て
い
な
い
公
共
施

設
に
お
い
て
も
、
災
害
時
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
想
定
し
対
応
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
学
校
等
で
作

成
さ
れ
て
い
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い

た
い
。

総
務
部
長　
今
回
の
台
風
接
近

に
伴
い
市
内
の
公
共
施
設
に
お

い
て
は
、
閉
館
時
間
の
繰
り
上
げ
や
翌

日
の
臨
時
休
館
等
の
対
応
が
取
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
施
設

に
よ
り
ま
ち
ま
ち
の
状
況
に
あ
っ
た
。

学
校
に
お
い
て
は
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
基
準
を
設
け
て
児
童

生
徒
の
引
き
渡
し
を
行
う
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
訓
練
も
行

わ
れ
て
い
る
。
公
共
施
設
に
お
い
て
も

利
用
者
の
安
全
確
保
ば
か
り
で
な
く
、

勤
務
す
る
職
員
の
安
全
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
も
気
象
状
況
に
応
じ
て
判
断
・

行
動
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
必
要
と
考
え
る
の
で
、
施
設
の
状

況
等
を
考
慮
し
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
で
問
題
視

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
環
境
省
に
よ

り
災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
救
護
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、
自
治

体
に
よ
っ
て
は
受
入
条
件
等
を
定
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
市
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　
避
難
所
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
ゲ
ー
ジ
等

に
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
避
難
所
で

は
飼
い
主
と
ス
ペ
ー
ス
が
異
な
る
こ
と

な
ど
を
伝
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
避

難
所
に
よ
っ
て
は
施
設
の
構
造
上
対
応

で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
こ
と
、
ま

た
配
置
職
員
に
十
分
に
情
報
が
行
き
届

か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
分
な

対
応
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
の
検
討
の
一
つ
と

し
て
、
検
証
し
た
う
え
で
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

問1答1

【森山 一政 議員　質問事項】
●災害対策について　　　　　●交通安全対策について
●自動運転サービスについて   ●学校の統廃合について

問2答2

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
付
き
車
の
購
入
補
助
は

峰
山
中
学
校
区
の
小
学
校
３
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

問1問2

森山 一政 
議員

一　般　質　問

答1

問2答2

【藤田 謙二 議員　質問事項】
●安全・安心なまちづくりについて 

公
共
施
設
に
お
い
て
も
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
受
け
入
れ
に
関
す
る
対
応
は

問1問2

問1

藤田 謙二 
議員
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避
難
行
動
要
支
援
者
の
把
握
と

災
害
時
の
避
難
誘
導
支
援
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　
避
難
行
動
要
支
援

者
に
つ
い
て
は
、
各
町
内
に
お

い
て
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
が
、
東
日

本
大
震
災
以
降
に
作
ら
れ
更
新
が
さ
れ

て
い
な
い
状
況
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら

順
次
名
簿
の
更
新
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
避
難
行
動
計
画
の

策
定
ま
で
完
了
し
て
い
る
の
は
41
地
区

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
名

簿
の
更
新
と
避
難
行
動
計
画
の
策
定
を

早
急
に
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

な
お
、
要
支
援
者
の
避
難
行
動
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災
会
な
ど
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
が
必
要
と
な
る
が
、

現
状
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
り
取
り

組
み
に
差
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る

た
め
、
要
支
援
者
の
避
難
行
動
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
地
域
の
実
情
を
把

握
し
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織
機
能
強

化
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

災
害
時
の
大
規
模
な
停
電
に
備

え
た
電
力
ト
リ
ア
ー
ジ
に
対
す

る
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

総
務
部
長　
現
在
、
電
力
ト
リ

ア
ー
ジ
へ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
災
害
時
の
電

源
確
保
対
策
と
し
て
、
市
役
所
庁
舎
や

市
内
各
施
設
並
び
に
病
院
等
の
重
要
施

設
が
電
力
の
供
給
が
滞
る
場
合
、
県
石

油
業
協
同
組
合
太
田
支
部
の
ご
協
力
の

も
と
、
自
家
用
発
電
用
燃
料
を
供
給
す

る
燃
料
供
給
計
画
を
地
域
防
災
計
画
に

定
め
、
非
常
時
に
お
け
る
電
源
確
保
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
電
力
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
る
電

源
車
か
ら
の
電
源
供
給
に
つ
い
て
は
、

自
家
用
発
電
設
備
を
持
た
な
い
施
設
、

ま
た
は
、
災
害
に
よ
り
自
家
用
発
電
設

備
が
被
災
し
た
場
合
に
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
検
討
し
て

い
く
。

平
成
31
年
４
月
に
市
内
公
共
交

通
の
第
２
次
再
編
が
行
わ
れ
た

が
、
再
編
後
の
路
線
バ
ス
の
利
用
状
況

と
住
民
の
要
望
や
路
線
バ
ス
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

企
画
部
長　
公
共
交
通
第
２
次

再
編
後
の
本
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
利
用
者
数
は
、
市
街
地
ま
で
路

線
を
延
伸
し
た
真
弓
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で

は
延
べ
１
万
２
８
０
２
人
、
便
数
を
増

便
し
た
四
季
の
丘
は
た
そ
め
で
は
延
べ

５
４
４
７
人
と
再
編
前
の
同
時
期
と
比

較
し
て
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お
り
、
一

定
の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
大
甕
駅
で
の
電
車
と

路
線
バ
ス
の
乗
継
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
10

月
か
ら
一
部
路
線
バ
ス
の
運
行
時
刻
の

見
直
し
を
行
っ
た
。
公
共
交
通
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
利
用
状
況
や
市
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
毎
年
評
価
、
改
善
を

行
っ
て
い
く
。

内
部
障
害
や
難
病
の
方
、
妊
娠

初
期
の
方
等
、
援
助
や
配
慮
を

必
要
と
す
る
方
の
た
め
の
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
の
配
布
状
況
と
、
意
味
や
役
割
の
周

知
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
は
支
援
や
配
慮
が
必
要
な
方

が
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
し
て
衣
服
や
バ
ッ
ク

等
に
身
に
着
け
、
支
援
等
が
必
要
な
こ

と
を
周
囲
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
公

共
交
通
機
関
等
に
お
け
る
優
先
席
の
確

保
な
ど
、
日
常
生
活
で
幅
広
く
役
立
つ

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
は
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
本
庁
や
各

支
所
窓
口
で
配
布
を
行
っ
て
お
り
、
11

月
末
現
在
92
人
の
方
が
取
得
を
し
て
い

る
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
周
囲
の
方
に

配
慮
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

効
果
的
な
ツ
ー
ル
と
考
え
、
引
き
続
き

意
味
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
・

啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

【諏訪 一則 議員　質問事項】
●地域防災安全対策について
●災害時の電力確保について

問2答2

災
害
時
の
要
支
援
者
の
支
援
は

大
規
模
停
電
に
よ
る
電
源
供
給
体
制
は

問1問2

諏訪 一則 
議員

問1答1 答1

問2答2

【小室 信隆 議員　質問事項】
●公共交通について
●障がい者支援について

問1

小室 信隆 
議員

公
共
交
通
第
２
次
再
編
後
の
利
便
性
は

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
布
と
周
知
・
啓
発
は

問1問2

一　般　質　問
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被
災
者
の
暮
ら
し
・
生
業
の
再

建
の
た
め
に
支
援
金
の
増
額
や

農
業
機
械
の
補
助
、
農
作
物
被
害
へ
の

補
償
な
ど
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

が
必
要
で
あ
る
。
今
後
も
心
の
ケ
ア
や

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
今
回
の
災
害
は
、
久
慈
川
や
里
川
の

堤
防
決
壊
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
が
住
宅

と
農
地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

防
災
対
策
と
し
て
①
無
堤
防
地
区
の
解

消
②
堤
防
の
点
検
と
強
化
③
堤
防
の
か

さ
上
げ
④
河
道
掘
削
等
の
整
備
が
急
務

で
あ
る
。
国
・
県
に
強
く
要
望
す
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。ま
た
、ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
・
周
知
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　
健
康
相
談
は
訪
問

を
行
い
、
継
続
し
て
い
く
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
見
直
し
の
予
定
は
な

い
が
市
地
域
防
災
計
画
は
総
合
的
な
検

証
を
行
い
見
直
し
を
検
討
す
る
。

建
設
部
長　
こ
れ
ま
で
の
管
理

区
分
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

一
つ
の
河
川
流
域
全
体
の
一
体
的
な
考

え
の
も
と
に
、
現
整
備
計
画
の
一
層
の

推
進
、
災
害
防
止
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
別

枠
予
算
の
確
保
等
な
ど
、
抜
本
的
な
治

水
対
策
を
再
度
、
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
は
、

滞
納
者
に
対
し
て
高
圧
的
な
取

り
立
て
や
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を

容
赦
な
く
強
行
し
て
お
り
問
題
で
あ
る
。

滞
納
者
が
分
納
し
て
い
る
間
に
も
失
業

や
病
気
で
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
る
。
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
現

実
も
あ
り
、
移
管
す
る
前
に
適
切
な
対

応
を
求
め
た
い
。
市
は
ど
の
よ
う
な
判

断
で
機
構
へ
移
管
し
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

総
務
部
長　
こ
れ
ま
で
も
段
階

を
踏
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を

講
じ
、
で
き
る
限
り
滞
納
者
と
の
接
触

を
図
っ
て
状
況
把
握
に
努
め
、
納
税
相

談
の
対
応
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
対

応
に
も
関
わ
ら
ず
、
納
付
の
約
束
を
何

度
も
履
行
さ
れ
な
い
案
件
な
ど
を
徴
収

困
難
案
件
と
し
て
移
管
し
て
い
る
。

台
風
19
号
の
災
害
後
、
県
と
の

協
議
会
で
の
久
慈
川
流
域
の
減

災
対
策
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
本
市
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
状

況
の
現
状
、
避
難
所
の
災
害
備
蓄
品
の

状
況
と
製
造
・
販
売
が
解
禁
と
な
っ
た

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

総
務
部
長　
久
慈
川
流
域
の
減

災
対
策
見
直
し
は
、
一
つ
の
河

川
に
つ
い
て
、
国
管
理
、
県
管
理
区
域

に
分
け
る
こ
と
な
く
、
一
体
的
に
取
り

組
む
べ
き
、
ま
た
、
本
川
だ
け
で
な
く

支
川
も
含
め
て
一
体
的
に
考
え
る
べ
き

と
の
意
見
が
出
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
形
で
、
減
災
対
策
へ

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
。

　

本
市
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
今
回
の

災
害
を
詳
細
に
検
証
し
、
改
善
を
図

り
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
反
映
さ
せ
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
策
定
に
努
め
て
い

く
。
災
害
備
蓄
品
は
、
東
日
本
大
震
災

時
の
避
難
者
数
を
参
考
と
し
て
、
全
市

民
の
５
％
分
を
基
本
と
し
て
い
る
。
毛

布
は
２
６
０
０
枚
、
食
料
は
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
、
乾
パ
ン
、
水
や
お
湯
を
用

い
て
食
べ
る
ア
ル
フ
ァ
米
を
合
わ
せ

て
、
２
万
３
４
０
０
食
分
を
備
蓄
。
ま

た
、
段
ボ
ー
ル
製
の
間
仕
切
り
や
ヒ
ー

タ
ー
、
大
型
扇
風
機
、
停
電
時
の
発
電

機
や
投
光
器
、
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
、
簡

易
ト
イ
レ
や
担
架
な
ど
も
備
蓄
し
て
い

る
。
液
体
ミ
ル
ク
は
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

特
に
３
歳
児
以
下
の
抵
抗
力
の

弱
い
園
児
を
預
か
る
園
舎
の
補

修
改
修
に
は
、
最
善
の
注
意
が
必
要
で

あ
る
が
、
そ
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　
各
施
設
の
定

期
的
な
点
検
を
実
施
す
る
中
、

不
具
合
が
出
そ
う
な
箇
所
を
早
期
に
把

握
し
、
計
画
的
に
対
応
し
て
い
く
。
今

後
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
園
舎

で
、
安
心
、
安
全
に
生
活
が
で
き
る
よ

う
施
設
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

一　般　質　問

問1

答1答1

【宇野 隆子 議員　質問事項】
●激甚化する自然災害と防災について  ●東海第二原発の再稼働問
題について    ●茨城租税債権管理機構への移管について
●子どもの医療費の完全無料化について 
●入学祝としてのランドセル無償支給について 

問2

答2

宇野 隆子 
議員

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
の
防
災
対
策
は
急
務

租
税
債
権
管
理
機
構
へ
の
移
管
は
実
態
を
把
握
し
て

問1問2

問2答2

問1答1

【深谷　渉 議員　質問事項】
●災害対策について       ●こども園について
●ＡＹＡ世代を含む女性のがん対策について 

深谷　渉 
議員

久
慈
川
流
域
の
減
災
対
策
と
災
害
用
備
蓄
品
に
つ
い
て

園
舎
の
補
修
改
修
は
園
児
に
と
っ
て
最
善
の
対
策
を

問1問2
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台
風
19
号
関
連
対
策
に
つ
い
て

①
住
民
へ
の
通
達
と
報
告
方
法

に
つ
い
て
②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登

録
制
に
つ
い
て
③
職
員
の
体
制
や
対
応

の
課
題
点
に
つ
い
て
④
市
民
か
ら
の
申

し
入
れ
の
有
無
に
つ
い
て
⑤
当
市
独
自

の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　
①
発
生
当
初
は
主

に
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
実
施

し
た
が
、
内
容
聴
き
取
り
困
難
と
の
指

摘
を
考
慮
し
、
当
該
地
域
へ
２
台
の
広

報
車
派
遣
と
町
会
長
宅
へ
町
内
へ
の
周

知
文
書
配
布
の
お
願
い
を
し
た
。
情
報

伝
達
手
段
と
体
制
に
つ
い
て
は
、
検
証

を
進
め
改
善
に
取
り
組
む
。
③
総
括
的

な
検
証
を
実
施
、
課
題
を
整
理
し
報
告

す
る
。
④
災
害
ゴ
ミ
搬
出
入
に
つ
い
て

は
被
災
者
目
線
で
の
対
応
に
努
め
る
。

⑤
広
報
ひ
た
ち
お
お
た
と
号
外
版
に
よ

り
周
知
し
た
ほ
か
、
被
災
者
支
援
相
談

窓
口
を
開
設
し
た
。

市
民
生
活
部
長　
②
社
会
福
祉

協
議
会
に
登
録
制
度
が
あ
り
、

今
回
も
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

も
啓
発
と
新
規
登
録
等
に
努
め
る
。

Ｊ
Ｔ
跡
地
に
お
け
る
外
周
道
路

部
の
発
掘
調
査
の
状
況
調
査
内

容
を
ま
と
め
た
文
書
・
配
布
先
や
発
掘

さ
れ
た
遺
構
（
堀
跡
）・
遺
物
の
保
存

に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

教
育
部
長　
調
査
内
容
を
ま
と

め
た
文
書
及
び
配
布
先
に
つ
い

て
は
、
市
の
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

や
上
部
機
関
等
の
専
門
的
な
立
場
の

方
々
か
ら
歴
史
的
価
値
の
検
証
を
行
う

た
め
、
担
当
課
に
お
い
て
調
査
概
要
の

資
料
を
作
成
し
て
い
る
。
な
お
、
発
掘

調
査
の
詳
細
調
査
報
告
書
は
、
令
和
２

年
度
に
作
成
予
定
で
、
完
成
後
、
国
や

県
及
び
県
内
市
町
村
の
歴
史
館
、
博
物

館
、
図
書
館
等
に
配
布
予
定
で
各
図
書

館
に
て
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
た
、
発
掘
調
査
に
よ
る
遺
構
や
遺

物
に
つ
い
て
は
、
市
の
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
や
上
部
機
関
等
の
専
門
的
な

立
場
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
等
を
い
た

だ
き
、
総
合
的
な
価
値
を
見
き
わ
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新年賀詞交歓会並びに叙勲祝賀会
　１月５日（日）、令和２年市新年賀詞交歓会並び
に叙勲祝賀会が市民交流センターで開催され、議
長をはじめ議員が出席しました。
　式典では、昨年叙勲受章者の方々をはじめ、常
陸太田大使の皆さんや各分野で活躍されている団
体や組織の代表の方々が一堂に会し、新年のあい
さつを交わしました。

令和２年消防出初め式
　１月11日（土）、消防出初め式が開催され、議長
をはじめ議員が出席しました。
　屋外式典では、消防職員や団員延べ850名と消
防車両58台による行進や消防団員によるポンプ操
法などの実演が披露されました。また、式典会場
では、太田あすなろ保育園幼年消防クラブ園児に
よる鼓笛隊の演奏及び功労・功績等が認められた
消防団員に対し、表彰が行われました。

議会トピックス

地酒による乾杯が行われた

市役所からパルティホールまで分列行進が行われた

一般質問・トピックス

問1答1

答1

【髙木　将 議員　質問事項】
●災害への対応について
●ＪＴ跡地発掘調査における状況について

問2答2

髙木　将 
議員

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ｊ
Ｔ
跡
地
発
掘
調
査
の
経
過
と
今
後
に
つ
い
て 

問1問2
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▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
92
号 

常
陸
太
田
市
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
29
年
５
月
17

日
に
公
布
さ
れ
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
制
定
す
る
も

の
）

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
対
象
人
数
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

現
在
、
市
が
雇
用
し
て
い
る
臨
時
職

員
、
一
般
職
非
常
勤
職
員
、
嘱
託
職
員
、

パ
ー
ト
職
員
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は

会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
と
な
り
、
対

象
職
員
数
は
５
１
５
名
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
職
員
は
、
今
後
、
雇

用
の
段
階
で
地
方
公
務
員
法
の
服
務
規
程

（
守
秘
義
務
等
）
が
適
用
さ
れ
る
の
で
採

用
の
際
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
案
第
107
号 

令
和
元
年
度
常
陸
太
田

市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
７
号)

に

つ
い
て

（
一
般
会
計
予
算
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
を

８
２
７
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２

８
１
億
９
２
０
６
万
１
千
円
と
す
る
も
の
）

　
　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月
が
、
現
行

の
３
回
か
ら
６
回
と
な
る
が
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

現
行
で
は
、
４
月
・
８
月
・
12
月
の

年
３
回
の
支
給
月
に
お
い
て
、
児
童
扶
養

手
当
４
か
月
分
を
支
給
し
て
い
た
が
、
児

童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
元

年
11
月
か
ら
支
給
月
が
年
６
回
（
１
月
・

３
月
・
５
月
・
７
月
・
９
月
・
11
月
）
に
変

わ
り
、
合
わ
せ
て
、
児
童
扶
養
手
当
も
２

か
月
分
の
支
給
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
の
普
及
率
と
市
独
自
の
利
活
用

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、

全
人
口
に
占
め
る
割
合
の
11
・
１
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
り
、
市
独
自
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
現
在
コ
ン
サ
ル
テ
ン
グ
に
依
頼
し
検

討
中
で
あ
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

菊
池　
伸
也　
委　
員 

茅
根　
　
猛

副
委
員
長 

深
谷　
　
渉　
　
〃　

 

高
星　
勝
幸

委　
　
員 

後
藤　
　
守　
　
〃　

 

平
山　
晶
邦

総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
で
は
、条
例
の
制
定
１

件
、条
例
の
一
部
改
正
２
件
、関
係
条
例

の
整
備
２
件
、補
正
予
算
１
件
、合
計

６
件
の
審
査
を
行
い
、付
託
さ
れ
た
６

議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

文
教
民
生
委
員
会

　
文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定

３
件
、
市
有
財
産
の
貸
付
１
件
、
補

正
予
算
２
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託

さ
れ
た
７
議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
請

願
第
２
号
を
全
会
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
94
号 

常
陸
太
田
市
保
育
所
設

置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
常
陸
太
田
市
愛
保
育
園
を
児
童
福
祉
法
第

56
条
の
８
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、公
私

連
携
型
保
育
所
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
）

　
　
常
陸
太
田
市
愛
保
育
園
が
公
私
連
携

型
保
育
所
へ
移
行
後
、
適
正
な
運
営
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
基
本
協
定
の
中
に
指
導
監

督
機
能
の
確
保
に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
　

今
後
、
公
私
連
携
型
保
育
所
と
し
て

民
間
主
体
と
な
る
が
、
市
に
お
い
て
も
適

切
な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
基
本
協
定

の
中
に
盛
り
込
み
指
導
監
督
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
108
号 

令
和
元
年
度
常
陸
太
田

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
歳
入
歳

出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
８
５
３
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
57
億
４
５
５
２
万
１
千

円
と
す
る
も
の
）

　
　
今
回
の
保
険
給
付
費
の
補
正
に
つ
い

て
、
当
初
予
算
と
比
較
し
、
ど
れ
く
ら
い

の
伸
び
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

保
険
給
付
費
全
体
で
見
る
と
、
率
に

し
て
５
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
伸
び
て
い
る
。

請
願
第
３
号 

教
育
予
算
の
拡
充
を
求

め
る
請
願

（
国
会
及
び
政
府
に
、
計
画
的
な
教
育
環

境
の
改
善
と
教
育
予
算
を
確
保
・
充
実
さ

れ
る
よ
う
意
見
書
を
も
っ
て
強
く
要
望
す

る
も
の
）

　
　
　

願
意
妥
当
で
あ
り
採
択
す
べ
き
と

考
え
る
。

※
意
見
書
は
13
ペ
ー
ジ
を
参
照

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

川
又　
照
雄　
委　
員 

髙
木　
　
将

副
委
員
長 

諏
訪　
一
則　
　
〃　

 

深
谷　
秀
峰

委　
　
員 

宇
野　
隆
子　
　
〃　

 

小
室　
信
隆

問答

問

問

答

答

常任委員会審査

問答

問答意
見



　
　

　

１０月　３日　栃木県那珂川町総務産業委員会
　　　　　　　視察来庁
１０月　７日　福島県白河市議会会派視察来庁
１０月１１日　県北市議会議長会定例会
１０月１５日　茨城県市議会議長会定例会
１０月１８日　広報委員会・議会運営委員会・
　　　　　　　全員協議会・文教民生委員会協議会
１０月２８日　広報委員会
１０月２９日　全員協議会
１１月　１日　産業建設委員会所管事務調査
１１月　６日　総務委員会所管事務調査
１１月１３日　文教民生委員会所管事務調査
１１月２１日　議会運営委員会・全員協議会
１２月　２日　本会議（開会・議案説明）
　　　　　　　　・議会運営委員会
１２月　４日　本会議（一般質問）
１２月　５日　本会議（一般質問）
１２月　６日　本会議（議案質疑）・文教民生委員会
　　　　　　　協議会・産業建設委員会協議会
１２月　９日　総務委員会・総務委員会協議会
１２月１０日　文教民生委員会・文教民生委員会協議会
１２月１１日　産業建設委員会・議会運営委員会・
　　　　　　　全員協議会
１２月１３日　本会議（採決・閉会）・議会運営委員会
１２月１９日　議会改革推進会議
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産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の

一
部
改
正
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指

定
３
件
、
補
正
予
算
３
件
、
合
計
８

件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
８

議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
96
号 

常
陸
太
田
市
金
砂
ふ
る

さ
と
体
験
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

（
施
設
の
効
果
的
な
利
活
用
を
図
る
た
め
、

施
設
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
に
移
行

す
る
こ
と
に
伴
い
条
例
改
正
を
行
う
も

の
）

　
　
今
回
の
条
例
改
正
に
併
せ
て
施
設
利

用
料
金
が
改
定
さ
れ
る
が
料
金
設
定
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
充
分
に
活
用
で
き

る
よ
う
、
夜
間
ま
で
施
設
の
使
用
が
可
能

と
す
る
こ
と
か
ら
、
受
益
者
負
担
と
い
う

考
え
方
を
大
原
則
と
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
に
見
合
っ
た
金
額
を
設
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

議
案
第
103
号 

常
陸
太
田
市
公
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
常
陸
太
田
市
里
美
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

外
２
施
設
の
指
定
管
理
者
を
里
美
ふ
る
さ

と
振
興
公
社
に
指
定
す
る
も
の
）

　
　
　

ぬ
く
森
の
湯
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
お
客
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
利
用
者
に
や
さ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う

改
善
の
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

議
案
第
104
号 

常
陸
太
田
市
公
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て（
常
陸
太
田
市
農
畜
産
物
等
加
工
施
設
の

指
定
管
理
者
を
里
美
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

に
指
定
す
る
も
の
）

　
　
ど
の
よ
う
な
判
断
で
里
美
ふ
る
さ
と

振
興
公
社
に
管
理
運
営
を
行
わ
せ
る
こ
と

に
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

地
域
振
興
と
活
性
化
事
業
を
目
的
と

す
る
地
域
の
団
体
が
担
う
こ
と
で
、
更
な

る
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
ま
た
、
施
設
整
備
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
地
域
事
情
に
精
通
し
た

団
体
が
管
理
運
営
を
行
う
の
が
最
も
効
果

的
で
あ
る
と
判
断
し
て
指
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

藤
田　
謙
二　
委　
員 

成
井
小
太
郎

副
委
員
長 

菊
池　
勝
美　
　
〃　

 

益
子　
慎
哉

委　
　
員 

黒
沢　
義
久　
　
〃　

 

森
山　
一
政

議 会 日 誌

　10月18日、第４回定例会の会期について審議
し、「ひたちおおたお知らせ版」及び市内施設・
各支所窓口へ掲示することとした。11月21日に
は第１日の日程、議案等付託委員会、一般質問・
議案質疑の通告期限及び一般質問の方法・時間
制限並びに議案質疑の方法について。12月２日
には一般質問通告者、請願の取り扱いについて。
11日には、追加議案、最終日の日程、議員派遣
について。13日には、会期の日程について審議
を行った。

議会運営委員会
10/18、 11/21、 12/2、 12/１１、12/13 

第４回定例会の会期・日程等について

問答

問答 意
見

金砂ふるさと体験交
流施設かなさ笑楽校

（下宮河内町）

常任委員会審査・議会日誌・議会運営委員会
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議会映像中継について
　常陸太田市議会では、本会議映像のインターネット配信を行っています。配信は議会の「生中継」
と「録画中継」の２種類です。

議会中継について

議会中継をクリック

会議名からをクリック 

会議名の他に、議員名・会派名に
よる映像検索が可能です。

会議名をクリック

会議名をクリック 
観たい内容の再生ボ
タンをクリック

議会中継がパソコ
ンからのほか、ス
マートフォンやタ
ブレット端末等で
視聴することがで
きます。ぜひ、ご
利用ください。

生中継を視聴をクリック

　市議会本会議の生中継は、本会議開催日の午前 10 時から会議の終了時間までの間視聴いただけ
ます。会議の開催期日は、広報紙「ひたちおおた」または、常陸太田市議会ホームページの議会日
程に掲載される会期予定をご覧ください。

　インターネットに接続されたパソコンから、上記の操作で録画中継をご覧いただけます。
　録画中継は会議終了日から概ね１週間後に視聴可能になり、録画中継については過去４年間の
本会議映像をご覧いただけます。

○録画中継をご覧になる場合
　常陸太田市議会のホームページから以下の手順でご覧ください。

○生中継をご覧になる場合
　常陸太田市議会のホームページから以下の手順でご覧ください。
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意見書・陳情・請願・議員提案

陳情
件　　　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

陳情第９号
ＪＴ跡地の太田城遺構解明に向けた
全面発掘の必要性に関する陳情

佐竹氏ゆかりの文化遺産を考える８団体と有志の連絡
会議　代表　冨山　章 報　　告

請願
件　　　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

請願第３号
教育予算の拡充を求める請願

水戸市笠原町９７８－４６ 
茨城教育会館２Ｆ　茨城県教職員組合
杉山　繁　外213名　【紹介議員】茅根　猛 

採　　択

議員提案
件　　　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

議員提案第２号
教育予算の拡充を求める意見書の提
出について

提出者　川又　照雄
賛成者　諏訪　一則　宇野　隆子　髙木　将　
　　　　深谷　秀峰　小室　信隆

原案可決

教育予算の拡充を求める意見書

　学校現場では、解決すべき課題が山積しており、子どもたちの豊かな学びを実現するための教材研
究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっている。
　特に小学校においては、新学習指導要領の移行期間中であり、外国語教育実施のため授業時数の調
整など対応に苦慮している。豊かな学びの実現のためには教職員定数改善などの施策が最重要課題で
ある。また、教職員の定数改善を行うことで、教職員の働き方改革もすすみ、余裕を持って学校教育
にあたれるようになり、教育の質を高められる。
　義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１
に引き下げられた。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が
行われているが、地方自治体の財政を圧迫している。
　国の施策として財源保障をし、子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられ
ることが憲法上の要請である。豊かな子どもの学びを保障するための条件整備は不可欠である。
　よって、国会及び政府におかれて、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に
教育行政を進めることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう強く要望する。

記

１．計画的な教職員定数改善により少人数学級を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持する

こと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。

令和元年12月13日
常 陸 太 田 市 議 会

（提出先）
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣
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議
会
だ
よ
り
第
１
５
９
号
で
は
第

４
回
定
例
会
の
主
な
内
容
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
議
会
の
内

容
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
議

会
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
広
報
委
員
一
同
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

委
員
長　

高
星　

勝
幸

編 

集 

後 

記

　
広
報
委
員
会

委
員
長　

高
星　

勝
幸

副
委
員
長　

藤
田　

謙
二

委　
　

員　

川
又　

照
雄

   

〃　
　
　

菊
池　

伸
也 

　

〃  　
　

深
谷　
　

渉

　
　
　
　

 

〃 　

 　

諏
訪　

一
則

〃 　

 　

菊
池　

勝
美

　本会議は午前10時から開会します。傍聴ご希望の方は、市役所４階市議会議場前の傍聴受付で所
定の用紙に住所、氏名、年齢を記入し、傍聴券をお受け取りください。傍聴する際には注意事項を
お守りください。

3 月定例会会期日程（予定）

議会を傍聴してみませんか

常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
No. 

159

発
行　
　
常
陸
太
田
市
議
会　
発
行
責
任
者　
議
長　
成
井
小
太
郎

　
　
　
　
〒
３
１
３

－

８
６
１
１　
茨
城
県
常
陸
太
田
市
金
井
町
３
６
９
０

電
話　
０
２
９
４

－

７
２

－

３
１
１
１（
内
線
４
３
２
）
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
９
４

－

７
３

－

１
１
１
９

令
和
２
年
２
月
25
日
発
行

開会 一般質問 議案質疑 委員会 閉会

3/3（火） 3/5（木）
3/6（金）

3/9（月） 3/10（火）　総　　務
3/11（水）　文教民生
3/12（木）　産業建設
3/16（月）　予算特別
3/17（火）　予算特別

3/19（木）

太田一高写真部

表紙によせて

　こんにちは。太田一高写真部です。
「議会だより」に私たちの写真を載せていた
だきありがとうございます。私たちは、普段
から常陸太田市内はもちろん、他にもさまざ
まな場所で、風景やお互いをモデルにした写
真を撮っています。
　毎年5月には小沢時計店で写真展を、11月
には県高等学校総合文化祭（県総文祭）写真
展、その他フォトセミナーや他校との合同撮
影会に参加したり、校内行事を撮影したりし
て、日々それぞれのスキルアップを目指して
活動しています。
　これからも太田一高の写真部をよろしくお
願いいたします。

　　　　　太田一高写真部　部長　関　美咲


